
ＭＢＴ
ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ

第276号
’24/04/15   

発行
（一般社団法人）ＭＢＴコンソーシアム、 （公立大学法人）奈良県立医科大学

奈良県橿原市四条町840番地研究推進課内 担当 塩山

ＴＥＬ：0744-29-8853（直通）、ＦＡＸ： 050-3164-5598、 Email: mbt@mbt.or.jp

「高度生殖医療センター」開設記念シンポジウム申込み

日時：2024年5月11日（土）13時―16時
場所：奈良県コンベンションセンター

天平ホール
内容：詳細は裏面チラシ参照

入場無料
赤ちゃんを望みながら
不妊で苦しむ方にも

参加呼びかけをお願いします

申込は
QRコード
から

＜5/11「奈良医大高度生殖医療センター」開設記念シンポジウム＞

先着300名、速やかに参加申し込みをお願いします！
講演者2名とパネラー4名のプロフィールを紹介します！

・奈良県や近畿圏にお住まいで不妊に苦しむ生殖世代の方々に、妊娠・出産・育児のある人生を送ってい
ただく事を目的に「高度生殖医療センター」を開設、そのシンポジウムを5月11日に開催します。

・裏面にシンポジウムのプログラム詳細を掲載します。シンポジウムで基調講演＆特別講演を行う講演者
およびパネルディスカッションのパネラー4名のプロフィールを以下に紹介します。

4/11 奈良経済同友会例会で、センター開設に伴う記念事業
「奈良発、未来のパパママ」プロジェクトの紹介と支援をお願い

・4月11日（木）、奈良ホテルで開催された奈良経済同友会の例会で特別
講演の機会をいただき、参加された約80名の、奈良県に本社やオフィス
を構える企業経営者の皆様に、副センター長で奈良医大産婦人科学講座
の木村文則教授から、「高度生殖医療センター」設立の背景と狙い、お
よび記念事業として企画中の不妊患者支援「奈良発、未来のパパママ」
プロジェクトを紹介しました（左写真➀②）。

・「奈良発、未来のパパママ」プロジェクトでは、❶患者さんや医療者へ
の啓発シンポジウム、❷啓発リーフレット、パンフレットの作成、❸「
奈良発、未来のパパママ手帳」の作成、❹「奈良発、未来のパパママ手
帳」のアプリ化、➎基礎研究助成、などを企画しており、これらの内容
は予算額が大きくなれば、不妊患者に対しより多くの最新医療の恩恵を
届けることができるので、その費用支援をお願いさせていただきました。
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＊木村文則氏：一般不妊治療、体外受精、腹腔鏡下手術による治療に加え、子宮内膜症、卵巣機能
障害、着床障害の治療について新しい治療を提唱。

＊鈴木 直氏：小児、AYA世代のがん患者さんの診療のみならず、がんであっても妊娠できる可能
性を高めるよう国内の医療体制整備を行っている中心人物。

＊遠藤富美子：読売新聞英字新聞記者。不妊治療も経験。不妊体験者を支援するNPO法人「Fine」の
認定不妊ピア・カウンセラー。

＊赤﨑正佳氏：奈良県産婦人科医会会長で奈良県の産婦人科のまとめ役。奈良県桜井市で開業し、
地域に密着した周産期医療ならびに生殖医療を提供。

＊中尾朋子氏：関西医科大学附属病院で生殖補助医療を行う。難治症例や合併症症例などを対象に
大学病院ならではの生殖医療を提供。

＊通山雅司氏：奈良県医療政策局長。奈良県の医療政策トップとして奈良県の少子化の状況に、政
策により奈良県の医療を支えている。
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